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(57)【要約】
【課題】利用者に手軽に自己の潜在能力の開発を行わせ
、自己実現能力を向上させることができる自己啓発用プ
ログラム、該自己啓発用プログラムを記録したコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体及び自己啓発用装置の提供
を目的とする。
【解決手段】現時点より所定期間経過時点の利用者自身
の理想状態に関する情報を含む理想状態情報を理想状態
情報記憶手段２０に記憶する処理を行う理想状態情報処
理手段６と、
理想状態情報の中から後に続く検索手段１１でキーワー
ドとして使用する情報を抽出するキーワード抽出決定手
段１０と、通信ネットワークＮを介して理想状態関連情
報を検索する検索手段１１と、特定の理想状態関連情報
をデータベースに蓄積する蓄積手段１２と、理想状態関
連情報を出力手段３１に出力する収集データ出力手段１
３として機能させるための自己啓発用プログラムにより
構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力手段から入力された、現時点より所定期間経過時点の利用者自身の理想状態に関する
情報を含む理想状態情報を理想状態情報記憶手段に記憶する処理を行う理想状態情報処理
手段と、前記理想状態情報処理手段において理想状態情報記憶手段に記憶された理想状態
情報の中から後に続く検索手段でキーワードとして使用する情報を抽出するキーワード抽
出決定手段と、前記キーワード抽出決定手段で抽出決定した情報を使用して、通信ネット
ワークを介して理想状態に関連する情報である理想状態関連情報を検索する検索手段と、
前記検索手段で収集された理想状態関連情報の中から特定の理想状態関連情報を選択する
よう要求し、該要求に応じて選択された理想状態関連情報を前記キーワードと関連付けて
データベースに蓄積する蓄積手段と、データベースに蓄積された理想状態関連情報の中か
ら特定の理想状態関連情報を所定の出力手段に出力を行うよう指示する信号の入力があっ
た場合に、指示のあった理想状態関連情報を出力手段に出力する収集データ出力手段とし
て機能させるための自己啓発用プログラム。
【請求項２】
さらに、入力手段から入力された、所定期間経過時点以後利用者の死亡に至るまでの間の
理想状態に関する情報を含む所定期間経過以後情報を経歴経過情報記憶手段に記憶する処
理を行う所定期間経過以後情報処理手段として機能させるための請求項１に記載の自己啓
発用プログラム。
【請求項３】
さらに、入力手段から入力された、現時点より所定期間経過時点に至るまでの間の利用者
の理想状態に関する情報を含む所定期間経過以前情報を経歴経過情報記憶手段に記憶する
処理を行う所定期間経過以前情報処理手段として機能させるための請求項１または請求項
２に記載の自己啓発用プログラム。
【請求項４】
さらに、入力手段から入力された、出生から現時点までの利用者自身の経歴に関する情報
を経歴経過情報記憶手段に記憶する処理を行う経歴処理手段として機能させるための請求
項１または請求項２に記載の自己啓発用プログラム。
【請求項５】
さらに、利用者自身の理想状態に関する情報を利用者が入力するに際し、記録媒体に記録
された画像及び音楽を出力する画像音楽出力手段を機能させるための請求項１乃至請求項
４のうちいずれか１項に記載の自己啓発用プログラム。
【請求項６】
コンピュータに、入力手段から入力された、現時点より所定期間経過時点の利用者自身の
理想状態に関する情報を含む理想状態情報を理想状態情報記憶手段に記憶する処理を行う
理想状態情報処理手段と、前記理想状態情報処理手段において理想状態情報記憶手段に記
憶された理想状態情報の中から後に続く検索手段でキーワードとして使用する情報を抽出
するキーワード抽出決定手段と、前記キーワード抽出決定手段で抽出決定した情報を使用
して、通信ネットワークを介して理想状態に関連する情報である理想状態関連情報を検索
する検索手段と、前記検索手段で収集された理想状態関連情報の中から特定の理想状態関
連情報を選択するよう要求し、該要求に応じて選択された理想状態関連情報を前記キーワ
ードと関連付けてデータベースに蓄積する蓄積手段と、データベースに蓄積された理想状
態関連情報の中から特定の理想状態関連情報を所定の出力手段に出力を行うよう指示する
信号の入力があった場合に、指示のあった理想状態関連情報を出力手段に出力する収集デ
ータ出力手段として機能させるための自己啓発用プログラムを記録したコンピュータ読み
取り可能な記録媒体。
【請求項７】
入力手段から入力された、現時点より所定期間経過時点の利用者自身の理想状態に関する
情報を含む理想状態情報を理想状態情報記憶手段に記憶する処理を行う理想状態情報処理
手段と、
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前記理想状態情報処理手段において理想状態情報記憶手段に記憶された理想状態情報の中
から後に続く検索手段でキーワードとして使用する情報を抽出するキーワード抽出決定手
段と、前記キーワード抽出決定手段で抽出決定した情報を使用して、通信ネットワークを
介して理想状態に関連する情報である理想状態関連情報を検索する検索手段と、
前記検索手段で収集された理想状態関連情報の中から特定の理想状態関連情報を選択する
よう要求し、該要求に応じて選択された理想状態関連情報を前記キーワードと関連付けて
データベースに蓄積する蓄積手段と、データベースに蓄積された理想状態関連情報の中か
ら特定の理想状態関連情報を所定の出力手段に出力を行うよう指示する信号の入力があっ
た場合に、指示のあった理想状態関連情報を出力手段に出力する収集データ出力手段とを
備えた自己啓発用装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自己啓発用装置、自己啓発用プログラム及び自己啓発用プログラムを記録し
たコンピュータ読み取り可能な記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、技術革新や経済成長などによる技術の急速な進歩とは裏腹に、個々の人間は昔に
比較して夢や希望が希薄であり、特に日本の子供たちは他国に比べ生気が無い等といった
ことも議論されるようになっている。また、金銭的に裕福で社会的地位があり、且つ健康
状態の良好な人物であっても、将来に希望を持てない状況においては不幸であると考えら
れるかもしれない。
【０００３】
　これに対し、一見不幸な状況にあっても夢を描き明確な目標を持って生活していれば、
その様な人物は幸福といえるかもしれず、現代においては、数十年、数百年前に比較して
遥かに安全、便利で物質的に恵まれた生活をしている筈であるが、必ずしも係る状況によ
って幸福を生み出すとは限られない。
【０００４】
　このように夢を描き目標を持って日々を過ごすことは、人間としてより豊かに生きてい
く上で非常に重要であり、更にまた、この心に描いた夢を現実のものとするため現時点ま
では十分に活かされていなかった自己の潜在能力を開発し、自己実現能力を向上させるこ
とが重要である。そして、この潜在能力開発、自己実現能力向上には、心身を安定した状
態にする必要があり、そのために瞑想等を行うのが効果的である。この瞑想状態は、自然
に関する風景や精神状態を落ち着かせるために効果的な音楽等を視聴するといった体験に
より得られる。
【０００５】
　下記特許文献１には、精神疲労からのリフレッシュや集中力育成トレーニングを行なう
のに好適な閉空間内にてリラックス状態が造りだせるようにした瞑想室装置に関する技術
が開示されている。
【０００６】
　一方、下記特許文献２には、利用者にスケジュール帳を提示し、利用者が入力したスケ
ジュールに基づき、リスク診断およびリスク診断に基づく最適な保険を紹介するための保
険システムに関する技術が開示されている。
【０００７】
【特許文献１】特許第２５４９４６９号公報
【０００８】
【特許文献２】特許第４０１４４０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　しかしながら、上記特許文献１に記載の瞑想室装置は閉空間を形成する居室状のもので
非常に大掛かりであり、手軽に瞑想を行うことはできず、また、上記特許文献２に記載の
システムは、保険商品を紹介する際には有効な手段であるが、自己啓発を行う目的には利
用できない。
【００１０】
　本発明は、上記した従来の問題点に鑑みてなされたものであって、利用者に手軽に自己
の潜在能力の開発を行わせ、自己実現能力を向上させることができる自己啓発用プログラ
ム、該自己啓発用プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体及び自己啓
発用装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明に係る自己啓発用プログラムは、入力手段から入力
された、現時点より所定期間経過時点の利用者自身の理想状態に関する情報を含む理想状
態情報を理想状態情報記憶手段に記憶する処理を行う理想状態情報処理手段と、
前記理想状態情報処理手段において理想状態情報記憶手段に記憶された理想状態情報の中
から後に続く検索手段でキーワードとして使用する情報を抽出するキーワード抽出決定手
段と、前記キーワード抽出決定手段で抽出決定した情報を使用して、通信ネットワークを
介して理想状態に関連する情報である理想状態関連情報を検索する検索手段と、前記検索
手段で収集された理想状態関連情報の中から特定の理想状態関連情報を選択するよう利用
者に対して要求し、該要求に応じて利用者によって選択された理想状態関連情報を前記キ
ーワードと関連付けてデータベースに蓄積する蓄積手段と、データベースに蓄積された理
想状態関連情報の中から特定の理想状態関連情報を所定の出力手段に出力を行うよう指示
する信号の入力があった場合に、指示のあった理想状態関連情報を出力手段に出力する収
集データ出力手段として機能させるための自己啓発用プログラムにより構成される。
【００１２】
　また、前記構成において、さらに、入力手段から入力された、所定期間経過時点以後利
用者の死亡に至るまでの間の理想状態に関する情報を含む所定期間経過以後情報を経歴経
過情報記憶手段に記憶する処理を行う所定期間経過以後情報処理手段として機能させるた
めのものである。
【００１３】
　そして、前記した各構成において、さらに、入力手段から入力された、現時点より所定
期間経過時点に至るまでの間の利用者の理想状態に関する情報を含む所定期間経過以前情
報を経歴経過情報記憶手段に記憶する処理を行う所定期間経過以前情報処理手段として機
能させるためのものである。
【００１４】
　更に、前記した各構成において、さらに、入力手段から入力された、出生から現時点ま
での利用者自身の経歴に関する情報を経歴経過情報記憶手段に記憶する処理を行う経歴処
理手段として機能させるためのものである。
【００１５】
　更に、利用者自身の理想状態に関する情報を利用者が入力するに際し、記録媒体に記録
された画像及び音楽を出力する画像音楽出力手段として機能させるためのものである。
【００１６】
　また、本発明に係る自己啓発用プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録
媒体は、コンピュータに、入力手段から入力された、現時点より所定期間経過時点の利用
者自身の理想状態に関する情報を含む理想状態情報を理想状態情報記憶手段に記憶する処
理を行う理想状態情報処理手段と、前記理想状態情報処理手段において理想状態情報記憶
手段に記憶された理想状態情報の中から後に続く検索手段でキーワードとして使用する情
報を抽出するキーワード抽出決定手段と、前記キーワード抽出決定手段で抽出決定した情
報を使用して、通信ネットワークを介して理想状態に関連する情報である理想状態関連情
報を検索する検索手段と、前記検索手段で収集された理想状態関連情報の中から特定の理
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想状態関連情報を選択するよう利用者に対して要求し、該要求に応じて利用者によって選
択された理想状態関連情報を前記キーワードと関連付けてデータベースに蓄積する蓄積手
段と、データベースに蓄積された理想状態関連情報の中から特定の理想状態関連情報を所
定の出力手段に出力を行うよう指示する信号の入力があった場合に、指示のあった理想状
態関連情報を出力手段に出力する収集データ出力手段として機能させるための自己啓発用
プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体により構成される。
【００１７】
　また、本発明に係る自己啓発用装置は、入力手段から入力された、現時点より所定期間
経過時点の利用者自身の理想状態に関する情報を含む理想状態情報を理想状態情報記憶手
段に記憶する処理を行う理想状態情報処理手段と、前記理想状態情報処理手段において理
想状態情報記憶手段に記憶された理想状態情報の中から後に続く検索手段でキーワードと
して使用する情報を抽出するキーワード抽出決定手段と、前記キーワード抽出決定手段で
抽出決定した情報を使用して、通信ネットワークを介して理想状態に関連する情報である
理想状態関連情報を検索する検索手段と、前記検索手段で収集された理想状態関連情報の
中から特定の理想状態関連情報を選択するよう利用者に対して要求し、該要求に応じて利
用者によって選択された理想状態関連情報を前記キーワードと関連付けてデータベースに
蓄積する蓄積手段と、データベースに蓄積された理想状態関連情報の中から特定の理想状
態関連情報を所定の出力手段に出力を行うよう指示する信号の入力があった場合に、指示
のあった理想状態関連情報を出力手段に出力する収集データ出力手段とを備えている。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る自己啓発用プログラムによれば、理想状態情報処理手段と、キーワード抽
出決定手段と、検索手段と、蓄積手段と、収集データ出力手段として機能させるためのプ
ログラムであるので、所定期間経過後の利用者自身の理想とする状態に関する情報が入力
手段より入力された際に、該情報に含まれるキーワードから通信インターネットを介して
、必要な理想状態に関連する情報である理想状態関連情報を容易に収集でき、また、収集
した理想状態関連情報を蓄積し、出力要求に従って出力手段に出力することで利用者に非
常に手軽に自己の潜在能力の開発を行わせ、自己実現能力を向上させることができること
ができる。
【００１９】
　また、さらに入力手段から入力された、所定期間経過時点以後利用者の死亡に至るまで
の間の理想状態に関する情報を含む所定期間経過以後情報を経歴経過情報記憶手段に記憶
する処理を行う所定期間経過以後情報処理手段として機能させる場合には、所定期間経過
時点以後の理想状態を利用者に入力させることによって、この所定期間経過時点以後の理
想状態をより明確に思い描かし、認識させられる。これにより、より容易に自己の潜在能
力開発及び自己実現能力向上でき、夢や希望を持って日々を過ごし、自己啓発に励むよう
にするための手助けができる。
【００２０】
　そして、さらに、入力手段から入力された、現時点より所定期間経過時点に至るまでの
間の利用者の理想状態に関する情報を含む所定期間経過以前情報を経歴経過情報記憶手段
に記憶する処理を行う所定期間経過以前情報処理手段として機能させる場合は、所定期間
経過時点までに利用者が努力しなければならないことを利用者に入力させることによって
、利用者自身にこの努力しなければならないことをより明確に認識させることができ、利
用者が自己啓発に励むための手助けができる。
【００２１】
　更に、入力手段から入力された、出生から現時点までの利用者自身の経歴に関する情報
を経歴情報記憶手段に記憶する処理を行う経歴処理手段として機能させる場合は、利用者
に過去から現在までの経歴を入力させることで利用者に自分自身を見つめ直させることが
でき、今までの経歴の中での問題を把握させ、自ら解決させることで、心身の安定した状
態を利用者にもたらすことができる。
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【００２２】
　更に、利用者自身の理想状態に関する情報を利用者が入力するに際し、記録媒体に記録
された画像及び音楽を出力する画像音楽出力手段として機能させる場合には、利用者によ
り容易に気力を集中させられることとなり、利用者により高い理想状態に関する情報を入
力させることができ、瞑想状態を利用者に非常に手軽に体験させられるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の最良の実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、自己啓発用装置を構成す
るコンピュータのブロック図である。自己啓発用装置１は、データの入力を行うキーボー
ド、マウス、テンキーなどの入力手段３０、及び、ＬＣＤ、ＣＲＴ等のディスプレーやプ
リンタ、スピーカーなどの出力手段３１から出入力されるデータの制御を行う入出力制御
部２と、ＣＰＵによりデータの転送、演算を行う演算部４と、ハードディスク、ＲＯＭ、
ＲＡＭ等のメインプログラム及びデータの格納を行う記憶装置５とを備えている。
【００２４】
　また、自己啓発用装置１は通信部３によってインターネットまたはイントラネット等の
通信ネットワークＮに接続されている。また、自己啓発用装置１の記憶装置５には、各種
データベースが備えられている。このデータベースは、必ずしも自己啓発用装置１内に設
けられていなくてもよく、自己啓発用装置１から通信ネットワークＮを介して接続され、
アクセスが可能となった装置に備えられた記憶装置に設けられていてもよい。
【００２５】
　自己啓発用装置１の記憶装置５には各種プログラムが格納されており、この中の自己啓
発用プログラムに基づき、本発明による情報処理が実行される。この情報処理を実行する
自己啓発用プログラムは、理想状態情報処理部６と、所定期間経過以後情報処理部７と、
所定期間経過以前情報処理部８と、経歴処理部９と、キーワード抽出決定部１０と、検索
部１１と、蓄積部１２と、収集データ出力部１３と、情報交換部１４と、画像音声出力部
１５として機能させる。また、記憶装置５には理想状態情報記憶部２０、経歴経過情報記
憶部２１、キーワード候補データベース２２、収集情報データベース２３、画像音楽デー
タベース２４を備えている。
【００２６】
　理想状態情報処理部６は、入力手段３０から入力された、現時点より所定期間経過時点
の利用者自身の理想状態に関する情報を含む理想状態情報を理想状態情報記憶部２０に記
憶する処理を行う。また、理想状態情報記憶部２０に記憶した理想状態情報を出力手段３
１に出力を行うよう指示する信号の入力があった場合に、該理想状態情報を出力手段３１
に出力する。
　所定期間経過以後情報処理部７は、入力手段３０から入力された、所定期間経過時点以
後利用者の死亡に至るまでの間の理想状態に関する情報を含む所定期間経過以後情報を経
歴経過情報記憶部２１に記憶する処理を行う。また、経歴経過情報記憶部２１に記憶した
所定期間経過以後情報を出力手段３１に出力を行うよう指示する信号の入力があった場合
に、該所定期間経過以後情報を出力手段３１に出力する。
【００２７】
　所定期間経過以前情報処理部８は、入力手段から入力された、現時点より所定期間経過
時点に至るまでの間の利用者の理想状態に関する情報を含む所定期間経過以前情報を経歴
経過情報記憶部２１に記憶する処理を行う。また、経歴経過情報記憶部２１に記憶した所
定期間経過以前情報を出力手段３１に出力を行うよう指示する信号の入力があった場合に
、該所定期間経過以後情報を出力手段３１に出力する。
　経歴処理部９は、入力手段から入力された、出生から現時点までの利用者自身の経歴に
関する情報を経歴経過情報記憶部２１に記憶する処理を行う。また、経歴経過情報記憶部
２１に記憶した出生から現時点までの利用者自身の経歴に関する情報を出力手段３１に出
力を行うよう指示する信号の入力があった場合に、該所定期間経過以後情報を出力手段３
１に出力する。
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【００２８】
　キーワード抽出決定部１０は、前記理想状態情報処理部６において理想状態情報記憶部
２０に記憶された理想状態情報の中から後に続く検索部１１でキーワードとして使用する
情報を抽出する。
　検索部１１は、前記キーワード抽出決定部１０で抽出決定した情報を使用して、通信ネ
ットワークＮを介して理想状態に関連する情報である理想状態関連情報検索する。
　蓄積部１２は、前記検索部１１で収集された理想状態関連情報の中から特定の理想状態
関連情報を選択するよう要求し、該要求に応じて選択された理想状態関連情報を前記キー
ワードと関連付けて収集情報データベース２３に蓄積する。
　収集データ出力部１３は、収集情報データベース２３に蓄積された理想状態関連情報の
中から特定の理想状態関連情報を所定の出力手段３１に出力を行うよう指示する信号の入
力があった場合に、指示のあった理想状態関連情報を出力手段３１に出力する。
　情報交換部１４は、通信ネットワークＮを介して複数の利用者が例えば掲示板などによ
り意見交換を行うための通信処理を行う。
　画像音楽出力部１５は、利用者自身の理想状態に関する情報を利用者が入力するに際し
、予め画像音楽データベース２４等の記録媒体に記録された画像及び音楽を出力手段３１
に出力する。
【００２９】
　引続き、自己啓発用装置１を用いた情報処理の手順につき、以下に説明する。図２は本
実施形態に係る自己啓発用プログラムのフロー図である。
　先ず、ステップＳ１で、画像音楽出力部１５は、利用者が利用者自身の将来の理想状態
に関する情報を入力手段３０より入力するに際し、画像音楽データベース２４などの記録
媒体に記録された画像及び音楽を出力手段３１に出力する。尚、この記録媒体はハードデ
ィスク等の内部記憶手段に限られず、持ち出し可能な外部記憶手段であってもよい。
【００３０】
　記録媒体には、利用者が将来の自分自身の理想の状態を創造し、実現させるために有効
となる考え方や哲学を具体的に分りやすく描いた画像、文字、映像や音楽等が予め記録さ
れており、かかる画像音楽を利用者が鑑賞して理解することにより、容易に気力を集中さ
せることができる。また、記録媒体には、上記に加え、簡単なヨガの運動、後述する呼吸
方法、瞑想方法や眼球運動、イメージ訓練などについて、具体的に分りやすく描いた画像
、文字、映像や音楽に関する情報をも記録されている。
【００３１】
　このような画像音楽としては、例えば、現在起こっている現象は過去に何らかの原因が
あったために起こったのであり、未来についてもその原因は現在にあるという仏教の因果
の法則や、自分と環境とは一体不可分の関係にある依正不二等の考え方をアニメーション
によって解説するといったものである。その際、出力手段３１には、コンピュータグラフ
ィックで描かれた人物や動物、ロボットなどを模したインストラクターの映像を出力し、
利用者自身を啓発し向上させていく上で必要となる価値観や考え方をこのインストラクタ
ーが解説する映像音楽の出力を行う。このインストラクターは、複数の候補の中から利用
者が好むタイプを選択可能とすることで、利用者がより興味を持ち、以後の各操作に集中
でき、自己啓発が円滑に進められるので好ましい。さらに、以後の各ステップにおいても
このインストラクターが利用者に対し各操作を行うよう促し、また、様々な解説を行う映
像を出力していく。
【００３２】
　次に、ステップＳ２で、理想状態情報処理部６が、理想状態情報入力シートを出力手段
３１に出力し、前記インストラクターが利用者に対して所定期間経過時点の理想状態情報
の入力を促す映像の出力を行う。この要求に応じて利用者が入力手段３０から入力を行っ
た現時点より所定期間経過時点の利用者自身の理想状態に関する情報を含む理想状態情報
を理想状態情報処理部６が理想状態情報記憶部２０に記憶する処理を行う（ステップＳ３
）。
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【００３３】
　ここで、本実施形態の理想状態情報における所定期間とは、例えば６ヶ月、５年、１０
年、２０年、３０年等といった期間であり、その長短については特に限定されず、ある一
定の期間であればよいが、区切りのよい期間であれば利用者は将来を容易且つ明確に想像
できる点で好ましい。また、所定期間経過時点とは、例えば６ヶ月後、５年後、１０年後
、２０年後または３０年後といった現時点より所定期間を経過した時点のことである。
【００３４】
　そして、理想状態に関する情報とは、利用者自身の仕事、家庭、健康、精神状態、経済
状態、趣味等に関し、将来のある時点において利用者自身がこうありたいと希望する状態
についての情報をいい、単なる目標などであってもよいが、好ましくは、実現可能性が低
いと思われる憧れの状態に関する情報である。また、利用者自身に関する情報のみならず
、利用者の家族、友人、知人、同僚などの人物の将来の希望する状態をも含む。また、理
想状態情報は、例えば１０年後の状態について、現時点における年収、健康状態、精神状
態などについて数値化したものと比較を行って、向上率や飛躍率として数値により示した
ものであってもよい。
【００３５】
　この数値化および飛躍率などの演算の際には、現時点を基準に飛躍率や向上率を演算し
ても構わないが、そうではなく逆に所定期間経過後の理想の状態を基準として現在からか
け離れた理想の状態を想像し、比較を行ってもよい。これにより、過去、現在の延長線上
で未来を描き、よくある目標設定や将来設計といったことを行うのではなく、現時点とは
およそかけ離れた将来の理想状態に関する数値情報を利用者自身に認識させることができ
る。そして、利用者は現時点とは全く異なる将来に向けて自分の未来を創造していくこと
ができ、現時点までは十分に活用されていなかった利用者自身の能力を最大限に活用する
ことができる。このように、利用者に所定期間経過後の理想の状態を文字や数値を用いて
明確に想像させ、思い描かせることで、その理想状態を実現するためにこれから一体何を
しなければならないかを自覚させ、自己啓発を行わせるよう促すことができる。一般に人
は他人からの助言を１００％完全に受け入れることは困難であり、本人は気付かないとこ
ろでこの他人からの助言の一部を拒絶しようとする心理が働くものである。そこで、利用
者本人が自己実現能力の向上のための助言を自分に対し行うことで、自己啓発をより効果
の高いものとすることができる。
【００３６】
　理想状態情報を入力する理想状態情報入力シートは、例えば、図３に示すようなもので
あり、利用者自身の全般的なことについては、所定期間経過時点の利用者の年齢、健康状
態、精神状態、趣味等を自由に記載し、仕事に関して勤務状況、レベル、仕事内容等を同
じく自由に記載する。また、家族について、配偶者、子供、父、母、ペットなどの年齢、
外観、健康状態、趣味などの理想の状態を記載する。更に友人、知人などについても記載
してもよい。さらに、理想状態情報について現時点からの飛躍率を各項目ごとに１１０乃
至２００の数値により示している。
【００３７】
　続いて、ステップＳ４で、経歴処理部９が、利用者の出生から現在に至るまでの経歴に
関する情報を入力するための年表形式のシートを出力手段３１に出力し、インストラクタ
ーが入力を促す指示を行う出力をする。この年表形式のシートは例えば図４に示すような
ものが挙げられる。インストラクターの指示に応じ、利用者が出生から現時点までの経歴
情報を入力すると、経歴処理部９は入力された情報を経歴経過情報記憶部２１に記憶する
処理を行う。
【００３８】
　図４では、西暦、和暦、利用者本人及び家族の年齢、年収などを記載し、各年毎の利用
者本人または家族の経歴を自由に記載する。また、利用者は、この入力された経歴から例
えば５年といった所定期間毎のテーマを決定し、入力する。これにより、利用者が過去か
ら現在までを見つめ直すことを容易にし、よって、利用者の現在の姿は、過去からの利用
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者本人が行った選択の積み重ねの結果であることを利用者自身が容易に理解できるようす
るための補助を行う。このテーマとしては例えば、出現、人格形成、好奇心など自由に決
定すればよい。
【００３９】
　更に、経歴処理部９は、出力手段３１の画面上でインストラクターが例えば父、母、兄
弟など利用者の身近な人に対し現在までの関わりについて、してもらったこと、して返し
たこと、迷惑をかけたことの３つのテーマにそって繰り返し思い出すよう指示する内観の
手法等を解説、指導する出力を行う。これにより、利用者は出力された内容を視聴し、こ
れに従って思いを巡らすだけで容易に自己洞察を行うことができ、自分自身や他者への理
解、信頼を深め、自己の存在価値や責任を自覚することができ、自己啓発を行うことがで
きる。
【００４０】
　ステップ５で、画像音楽出力部１５は、後のステップＳ６，７における所定期間以後情
報及び所定期間以前情報の入力するに際し、出力手段３１においてインストラクターが例
えば潜在意識の活性化に有効な心理的、身体的トレーニングである眼球訓練、呼吸法やイ
メージ訓練等を利用者に行わせるための指導を行う出力をする。このような様々なトレー
ニングを並行して利用者に行わせることで、将来の利用者自身の状態を具体的且つ明確に
描き出せるよう補助する。そして、過去、現在の延長線上に未来を描くのではなく、これ
からの選択次第で、本当に理想的な自分を創造していけるという可能性を容易に体得でき
るようにする。
【００４１】
　インストラクターが指導する心理的、身体的トレーニングのうち、眼球訓練とは、両手
を自分の前に差し出し、両掌を自分の方に向け、両掌の各指が所定幅だけ離間させた状態
で各指先が各々対向するようにする。そして、該両手と、両腕及び両肩を結ぶ線が平面視
略三角形状になるようにする。ゆったりと呼吸を行いながら左手親指、右手親指、左手人
差し指、右手人差し指、左手中指、右手中指のように、各指先をジグザグに見るように、
できるだけ素早く視線を動かす。その際、視線の動きと呼吸とが同じリズムで行えるよう
にする。その後、３０秒程度目を閉じて現時点や該現時点までの自分について反省を行い
、また自分の将来像等を確認するものである。
　また、呼吸法とは、椅子に深く腰掛け、背筋を伸ばし、両掌をそれぞれ両膝の上で上方
に向けて置き、親指と人差し指とのそれぞれの先端部分を付けて輪をつくる。息を吸うと
きは横隔膜を下げ、息を吐くときは横隔膜を上げることで腹式呼吸を行う。この状態を１
分程度維持し、その後目を閉じて自身の感覚、身体や心の中での体験などに思い巡らし、
これらの認識を行うものである。
　そして、イメージ訓練とは、例えば、前記した呼吸法の姿勢をとって目を閉じ、大海原
を大きな船が左から右に移動する場面を詳細に描いたり（単純移動法）、同様に目を閉じ
た際に自動車や飛行機が自分の方に走行してきた後自分の傍らを走り去る場面を詳細に描
いたり（距離移動訓練）、複数の人が自分に向かって歩いてくる場面を描く（並列移動法
）などといったことを行うものである。この単純移動法によれば心の中に距離や座標の感
覚を得ることができ、距離移動訓練によれば自己の周辺視野の領域を認識することができ
、そして、並列移動法によれば直線的なものから平面的なものへ意識を変化させることが
できるようになる。
　尚、上記各訓練方法は、株式会社シーコーポレーション発行の栗田昌裕著、栗田式スー
パーリーディングシステム教本に記載されているが、この方法に限定さず、他のトレーニ
ング方法であってもよい。
【００４２】
　ステップＳ６において、所定期間経過以後情報処理部７が、ステップＳ３で入力された
所定期間経過時点の理想状態情報を達成した後死亡に至るまでの経過情報を入力する年表
形式のシートを出力手段３１に出力し、インストラクターが入力を促す指示を行う出力を
する。このシートはステップＳ４において、前記経歴処理部９が表示したシートと同じ形
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式であり、その後半部分である。インストラクターの指示に応じ、理想状態情報処理部６
が理想状態情報記憶部２０に記憶した所定期間経過時点の理想状態情報を基準にして、所
定期間経過後より利用者本人の死亡年齢までの理想状態に関する情報を利用者に想像させ
て、シートに入力させると、所定期間経過以後情報記憶部７は経過経歴情報記憶部２１に
該所定期間経過以後情報を記憶する処理を行う。
【００４３】
　ステップＳ７で、所定期間経過以前情報処理部８が、現在より、所定期間経過時点に至
るまでの経過情報を入力する、図６に示すような年表形式のシートを出力手段３１に出力
し、出力手段３１にインストラクターの入力を促す映像が出力される。この指示に応じて
利用者が、理想状態情報処理部６が記憶した所定期間経過時点の理想状態情報を所定期間
内に達成するための経過に関する情報を予測し、シートに入力すると、所定期間経過以前
情報処理部８は経歴経過情報記憶部２１に該所定期間経過以前情報を記憶する処理を行う
。
【００４４】
　ステップＳ８で、キーワード抽出決定部１０は、前記理想状態情報記憶部２０に記憶さ
れた理想状態に関する情報の中から後に続く検索部１１でキーワードとして使用する文字
、数字、記号、絵等の情報を抽出する。キーワードの抽出方法は、例えば、「海外旅行」
、「マイホーム」、「犬」など、いくつかの候補を予め所定のキーワード候補データベー
ス２２に蓄積しておき、該候補に優先順位を付し、候補に該当する文字が入力された場合
にこの文字を優先順位に従い抽出するなどが挙げられる。尚、このキーワードの抽出は利
用者自身が行ってもよい。
【００４５】
　ステップＳ９で、検索部１１は、キーワード抽出決定部１０で抽出したキーワードを使
用して、通信ネットワークＮを介してウェブページなどから理想状態に関連する情報であ
る理想状態関連情報を検索する処理を行う。検索方法は、公知の方法が利用され、各種検
索エンジンを使用してキーワードが使用されているウェブページやウェブページに掲載さ
れている画像、映像、音楽、文字や記述などの情報であって理想状態に関連する情報を収
集する。
【００４６】
　ステップＳ１０で、蓄積部１２は、検索部１１で収集された理想状態関連情報の中から
特定の理想状態関連情報を選択するよう利用者に対し要求し、該要求に応じて利用者が選
択する指示を行った理想状態関連情報を前記キーワードと関連付けて収集情報データベー
ス２３に記憶する。
【００４７】
　ステップＳ１１で、収集データ出力部１３は、収集情報データベース２３に記憶された
理想状態関連情報の中から特定の理想状態関連情報を出力手段３１に出力を行うことを指
示する信号の入力があった場合に、指示のあった理想状態関連情報を出力手段３１に表示
出力する処理を行う。その際、出力指示のあった理想状態関連情報を各出力指示ごとにそ
の都度出力するようにしてもよく、また、キーワードに関連付けて記憶されている複数の
理想状態関連情報を該キーワードを選択することにより連続して順次スライド形式で表示
出力するようにしてもよい。
【００４８】
　また、収集データ出力部１３は、収集情報データベース２３に記憶した理想状態関連情
報を、例えば毎日同じ時間に出力手段３１に出力し、更に、その理想状態関連情報の出力
の際にステップＳ３において記憶した理想状態情報を記載したシートを理想状態関連情報
の出力の前後に、または該出力と同時に出力手段３１に出力してもよい。利用者は出力手
段３１に出力された理想状態情報を記載したシートを毎日眺めることで、利用者に自己の
将来の目標を忘れないようにさせるとともに、潜在意識として定着させるようにする。
【００４９】
　そして、ステップＳ１２で、収集データ出力部１３の理想状態関連情報の出力処理に前
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後して、またはこれと同時に、或いはこの出力とは別に、適時において、画像音楽出力部
１５は、画像音楽データベース２４等の記録媒体に記録された簡単なヨガの運動、呼吸方
法、瞑想方法や眼球運動、イメージ訓練などに関する情報についてインストラクターが解
説を行い、利用者に実行させるよう促す出力を行う。利用者はこの出力に従うことで、上
記各運動、訓練を容易に実行することができ、これにより利用者のイメージ力、潜在意識
を活性化させることができるので、脳力の強化することができ、体・心・気を活性化させ
ることができる。そして、自己実現意欲、目的達成能力の向上を補助することができる。
　尚、このステップＳ１２のイメージ訓練の指導出力は、必ず行わなければならないもの
でなく省略してもよい。
【００５０】
　ステップ１３で、情報交換部１４は、通信部３から通信ネットワークＮを介して通信を
行って、本実施形態にかかる自己啓発用装置１を利用している複数の利用者の意見を入出
力させるための画面を出力手段３１に出力し、利用者同士の情報交換を行わせるための処
理を行う。これにより、各利用者に、自分と同じように潜在能力向上や自己実現能力向上
のために努力している者を認識させることができ、目的達成への意欲を更に向上させるこ
とができる。そして複数の利用者相互の啓発を可能とする。
【００５１】
　また、本実施形態に係る自己啓発用プログラムで自己啓発を行う際には、能力開発に実
績のある事業者、団体などに所属する指導者の指導を直接受けるといったことを併用して
行ってもよい。これにより、相乗効果がとなって自己啓発の効果が飛躍的に向上する。
【００５２】
　以上より、自己啓発に有効に利用可能な情報の収集、蓄積及び出力を容易に行うことが
できるので、手軽に利用者に潜在能力を向上させ、自己実現能力を向上させ、自己啓発を
行わせることが可能となる。
【００５３】
　更に、本実施形態に係る自己啓発用装置を会社や地域などといった組織運営において活
用すれば、単に利用者個人の潜在能力向上、自己実現能力向上のみならず、組織全体とし
ての能力を向上させることができる。一般に、企業経営の現場では、経営理念の明文化や
中長期経営計画の策定、各種メンタルトレーニング等、様々な取り組みがなされるが、経
営者の手腕によっては効果が上がらない場合もありうる。そこで、本実施形態に係る自己
啓発用装置を組織的に利用することで、組織を構成する各個人の能力を向上させることが
でき、これにより会社、企業、自治体等の組織の能力を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施形態に係る自己啓発装置のコンピュータのブロック図である。
【図２】前記自己啓発用プログラムのフロー図である。
【図３】前記自己啓発装置のシートである。
【図４】前記自己啓発装置のシートである。
【図５】前記自己啓発装置のシートである。
【図６】前記自己啓発装置のシートである。
【符号の説明】
【００５５】
１　自己啓発装置
６　理想状態情報処理部
７　所定期間経過以後情報処理部
８　所定期間経過以前情報処理部
９　経歴処理部
１０　キーワード抽出決定部
１１　検索部
１２　蓄積部



(12) JP 2009-176075 A 2009.8.6

１３　収集データ出力部
１４　画像音楽出力部
２０　理想状態情報記憶部
２１　経歴経過情報記憶部
３０　入力手段
３１　出力手段

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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